
■■表表紙紙写写真真のの説説明明／／柏柏市市大大松松遺遺跡跡のの大大ききなな穴穴（（貯貯蔵蔵穴穴））かかららみみつつかかっったた縄縄文文時時代代中中頃頃のの深深鉢鉢（（径径5577ccmm 高高ささ6622ccmm））

炉の形は、約50cm×70cmほど
の長方形。炉の材料は、磨石15点、
軽石１点、石皿11点、凹石７点、
打製石斧１点、礫

れき

８点と土器片４
点でした。

柏市の小
こ

山
やま

台
だい

遺跡で調査された、縄文時代中頃の竪
穴住居跡から、「石囲い炉」（石で囲った囲炉裏

い ろ り

のよう
な火をたく場所）＝写真＝がみつかりました 。この炉
は、住居の中央よりやや北側にあり、石のほとんどは
使われなくなった石皿や、石斧などの石器を再利用し
てつくられていました。
それらの石材は千葉県内では手に入らないもので

す。房総の古代人にとって「石」は貴重な物であり、
こわれて使われなくなった道具（石器）も大切にリサ
イクルしたのでしょうか。

千葉県内では、１年間に500件以上の発掘調査が行
われています。この展示会は、その調査の中から、と
くに重要な発見のあった遺跡を取り上げ、出土品をい
ち早くみなさまに見ていただくために企画し、県内各
地で開催しています。
当センターからは旧石器時代（成田市東峰

とうほう

御
み

幸
ゆき

畑
ばた

西
にし

遺跡）、縄文時代（流山市三輪野
み わ の

山
やま

貝塚）、奈良・
平安時代（印西市鳴神山

なるかみやま

遺跡）の出土品を出展して
います。
東峰御幸畑西遺跡では、たくさんの石器が大きな輪
を描くようにして散らばって発見されました。これは、
今から２万６千年から２万９千年前の旧石器時代のも
のです。大きな斧のような形
をした石器もあれば、小指よ
り小さな石器もあります。
また、奈良時代から平安時

代にかけてのムラの跡が姿を
現した鳴神山遺跡では、ふだ
んの生活で使われた土器とと
もに、墨で文字を書いた土器
がたくさん発見されました。
昔の人が書いた様々な文字を
ご覧下さい。
各開催館では、会期中講演会等のイベントが行わ

れます。多数のご参加をお待ちしております。
なお、出土遺物巡回展の日程や講演会等の詳細は

千葉県文化財センターHP（www . c h i b a k e n -
bunkazai-center.or.jp)でご確認下さい。

千葉県文化財センターでは、県内から出土した様々
な出土品を学校や、公民館等へ貸出しています。併せ
て、実物の資料を有効に活用し、地域の歴史について理
解を深めていただくために出前授業も実施しています。
また、「火おこし」「勾玉作り」「縄文の文様付け」

「石器（模造品）の切れ味体験」等の体験プログラム
も用意しています。費用は無料！皆様の町まで宅配し
ます。これまでにも、多くの
小中学校や、社会教育施設で
利用されています。ぜひご活
用下さい。
写真は先日PTA主催の夏休

み特別講座として、佐倉市立
寺崎小学校に出前授業にうか
がった時のものです。２日間
にわたって、１年生から６年
生までの子供達と、火おこし
をしたり勾玉を作ったりしま
した。暑さも忘れて、みんな
とても楽しそうでした。

千葉県文化財センターでは、県内で調査している主
な遺跡について、現地説明会を実施しています。
木更津市丹過遺跡では奈良時代の役所跡に関連する
と思われる建物跡等が、市川市道免き谷津遺跡・雷

かみなり

下
した

遺跡では縄文時代から中世のたくさんの遺構や遺物
が、それぞれ公開され、地元の人々をはじめ、多くの
方々がつめかけ、大変暑い中、みなさん熱心に説明
に耳を傾けていました。
当日寄せられたアンケー

トから、参加された皆さん
の感想を拾ってみました。
●地域の歴史が塗り替えら
れるような発見？ロマン
を感じました。
●自分が生まれ育ったとこ
ろにも、こんな遺跡があ
ったなんて感動しました。
●展示の中に、建物の模型
などが造られていて、と
ても分かりやすかった。
●また是非参加したい。
●道路になってしまうのは
もったいない
●報告書やグッズの販売
もしてほしい
等の、たくさんのご意見

ご感想をいただきました。
なお、現地説明会の模様
は、千葉県文化財センター
HPでもご覧いただけます。

「「縄縄文文人人ももリリササイイククルル？？」」石石囲囲いい炉炉のの話話

「「出出土土遺遺物物巡巡回回展展」」開開催催中中

「「土土器器ッッとと古古代代””宅宅配配便便””」」

ー見見てて・・ささわわっってて歴歴史史体体験験ー実実施施中中

夏夏休休みみ!!各各地地でで遺遺跡跡のの見見学学会会がが開開催催!!!!
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柏柏市市のの北北部部をを流流れれるる利利根根川川、、そそのの川川面面をを見見渡渡せせるる高高台台

にに大大松松
おおおおままつつ

遺遺跡跡ははあありりまますす。。

つつくくばばエエキキススププレレススのの建建設設ににととももなないい、、平平成成1133年年1122

月月かからら発発掘掘調調査査ががははじじめめらられれ、、旧旧石石器器時時代代かからら縄縄文文時時代代

ままででのの生生活活のの跡跡やや遺遺物物ががたたくくささんんみみつつかかりりままししたた。。

ななかかででもも注注目目さされれるるののはは、、縄縄文文時時代代中中頃頃（（約約44,,000000年年

前前～～55,,000000年年前前））のの4477軒軒のの竪竪穴穴住住居居跡跡をを

ととりりままくくよよううにに掘掘らられれたた、、110000基基をを

超超ええるるたたくくささんんのの円円筒筒状状・・袋袋状状のの

大大ききなな穴穴でですす。。

ここれれららのの穴穴はは、、木木のの実実ななどど食食料料

をを貯貯蔵蔵すするるたためめににつつくくらられれたたもものの

とと考考ええらられれまますす。。

調調査査はは現現在在もも

進進めめらられれてていいまま

すすののでで、、終終了了まま

ででににはは、、ここのの台台

地地ににああっったた当当時時

ののムムララのの様様子子がが

ささららににわわかかるるかか

ももししれれまませせんん。。

今回は、弥生時代末～古墳時代はじめの珍
めずら

しい釧
くしろ

（ブレスレット）

を紹介します。

写真は、長さ１ｍ、幅７㎜ほどの鉄の帯を６～７回巻いて、直径約５cm

ほどのらせん状にした腕飾
うでかざ

りで、「鉄釧
てつくしろ

」といいます。市原市草刈遺跡L

区の墓穴からみつかりました。また草刈遺跡では、釧
くしろ

が右手上腕部分

に、はめられた状態の人骨も発見されています（図）。

作り方は、はじめに鉄の棒を叩
たた

き延
の

ばして細長い鉄の帯にします。

次に断面がかまぼこ形になるように外側を丹念
たんねん

に磨きます。最後に、

これを筒状のものに巻きつけていき完成です。

当時は、青銅
せいどう

の輪をいくつも連ねた腕飾
うでかざ

りなども流行っていました

が、らせん状の鉄の腕飾
うでかざ

りはたいへん珍
めずら

しいものです。はたして、ど

のような人が身につけていたのでしょうか？

昭和53年２月、我孫子市日秀
ひ び り

地区に

県立湖北高等学校を建設するため、予定

地内の発掘調査が行われました。

この日秀
ひ び り

西
にし

遺跡は手賀沼の北側の台地

上にあります。古墳時代後期は多くの

竪穴
たてあな

住居
じゅうきょ

跡
あと

からなる集落でしたが、その

後、奈良時代に入ると、大規模な倉庫な

ど50棟以上の建物が整然と建ちならびま

した。この建物群は、下総
しもうさ

国相馬
そ う ま

郡の役

所*1に属する倉庫（正倉
しょうそう

）と考えられて

います。

また、この遺跡からは和
わ

同
どう

開珎
かいちん

の銀銭

も見つかりました。和同
わ ど う

開珎
かいちん

は日本古代

の銭貨のひとつで、和銅元年（西暦708

年）にはじめて作られました。銀・銅の

２種類の素材でつくられましたが、銀製

のものは全国的にも珍しいものです。

古代の役所の遺構としては県内最初の

発見であり、関東地方でも珍しいことか

ら、遺跡の一部が保存のため埋め戻され、

出土品の一部も校内に展示されるなど

学校教育にも活用されています。

さらに、平成７年には

県指定史跡

にも指定

されました。 *1古代の千葉県は、上総・下総・安房の３カ国に分かれ、
それぞれの国はいくつかの郡からなっていました。

和和同同開開珎珎

▲

草草刈刈II区区出出土土状状況況図図

調調 査査 前前

調調 査査 中中

現現在在のの湖湖北北高高等等学学校校

実実際際ににみみつつかかっったた
人人骨骨はは頭頭とと脊脊椎椎、、
足足のの骨骨のの一一部部でで、、
首首ににはは石石製製ののビビーー
ズズのの首首飾飾りりををつつけけ
てていいままししたた

草草刈刈LL区区出出土土鉄鉄釧釧

竪竪穴穴住住居居跡跡 ＜＜袋袋状状のの大大ききなな穴穴＞＞


